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Abstract  

Cyclodextrins (CDs) can form a complex with guest molecules. We aimed to deepen our 

understanding of CDs to investigate its further use. We found that the strength of complexation 

ability differs in the combination of host and guest molecules and that CDs can block quorum 

sensing and limit bacteria’s response by forming a complex with a signal molecule. 

 

１．動機・目的・既存の研究等 

 ｼｸﾛﾃﾞｷｽﾄﾘﾝ(以下 CD)には、他の分子を取り込む（包接する）性質がある。私たち

の身の回りの製品の中にもその性質を利用したものがある。CD の性質を理解し、CD

のさらなる利用方法を探ることを目的とした。 

２．実験１ 

（１）方法 α、β、γ-CD とﾌｪﾉｰﾙﾌﾀﾚｲﾝ(以下 PP)、p-ﾆﾄﾛﾌｪﾉｰﾙ(以下 p-NP)の結合

定数(Ｌ/mol)をそれぞれ求め、包接の度合いを比較した。 

（２）結果   結合定数をもとめ、包接の度合いを比較すると次の様になった。 

   PP：γ‐CD＞β－CD＞α‐CD 

   ｐ-NP：α‐CD＞β‐CD＞＞γ‐CD（ほぼ包接しない）                                                             

（３）結論 各 CD と PP、p-NP の組み合わせによって包接の度合いは大きく異なる。 

３．実験２ 

（１）目的と方法 細菌同士がｼｸﾞﾅﾙ物質を使って行う Quorum Sensing というｺﾐｭﾆ

ｹｰｼｮﾝ方法に対して、α、β、γ-CD が、それぞれどのように作用するかを調べた。

実験にはｾﾗﾁｱ菌を用いた。ｾﾗﾁｱ菌は、Quorum Sensing の応答として、赤色の色素を

生産する。そこで、α、β、γ-CD をそれぞれ含む寒天培地でｾﾗﾁｱ菌を培養し、ｾﾗﾁ

ｱ菌の応答に差が出るか観察した。 

（２）結果 α-CD では、赤色の色素を生産する応答は見られなかった。β-CD、γ

-CD では CD を培地に加えず培養した場合と比べ、わずかに応答が弱かった。 

（３）考察 ｾﾗﾁｱ菌は CD を体内には取り込まないことがわかっている。よって、応

答の見られなかったα-CD を含む培地では、ｾﾗﾁｱ菌のｼｸﾞﾅﾙ物質をα-CD が包接して

しまい、赤色の色素を生産する応答が起こらなかったと考えられる。 

（４）結論 α-CD には、ｾﾗﾁｱ菌のｼｸﾞﾅﾙ物質を包接して Quorum Sensing を阻害し、

応答を抑える作用がある。 
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